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1．はじめに 
小学校教科として生活科が新設され，全面実施から数えても 25 年が経過した．平成 20

















































































るが，「低学年教育の充実と生活科の位置付け」4）に 30 行，「他教科等との関連」5）に 77
行，「中学年以降の教育への接続」6）に 13 行，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との
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とある（下線は筆者）．生活科の学習との関連として「体験的な活動」が挙げられている．
次に，第 3学年の内容については，A 物質・エネルギー（2）風とゴムの力の働き，（3）光
























































の項目で構成され，表 1 に示す 9 つの内容の指導を通して，学年の目標としての資質・能
力が育成され，その実現をもって教科目標が達成される． 
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生活科における 9 つの内容は，複数の内容を組み合わせて単元が構成されることが多い． 














































































































































































第 1学年 0 0 4 3 0 1 12 9 1 3 1 0 34 
第 2学年 1 4 7 2 0 5 5 10 2 2 0 0 38 







級したばかりの 4 月での実施数は当然少ないと考えられる．特に第 1 学年では 4 月 5 月に
実施計画されたものはなかった．第 1 学年，第 2 学年の両学年において 6 月には実施数が







表 4 指導案にとり上げられた 9つの内容と対象学年 
生活科 9 つの内容 第 1 学年 第 2 学年 
（1）学校と生活 1(0) 2(1) 
（2）家庭と生活 3(1) 4(1) 
（3）地域と生活 3(0) 12(7) 
（4）公共物や公共施設の利用 2(0) 3(1) 
（5）季節の変化と生活 12(4) 2(0) 
（6）自然や物を使った遊び 16(5) 12(2) 
（7）動植物の飼育・栽培 9(2) 6(2) 
（8）生活や出来事の交流 11(5) 21(11) 
（9）自分の成長 1(0) 4(1) 
 
表 4から，（5），（6），（7），（8）を授業内容に取り入れた指導案が多い．これは先に述べ
たように，実施時期が 10 月，11 月の秋が多かったことにも関係し，（5），（6）を内容とし
て木の実や木の葉を使った授業が計画され，クラスの中で友達と伝えあう活動に位置付け
られることが多いことから（8)）も関連付けられるケースが多かった．（7）は第 1 学年と
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表 5 内容（5）（6）（7）の実施状況 
内容 第 1学年 第 2学年 
（5） 
























6 月から 7 月にかけてアサガオの栽培
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